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2017年9月19日にメキシコ中部のプエブラ州で発生したメキシコ中部地震は、震源から約

120km離れたメキシコシティにおいても、大きな被害をもたらしました。 
本地震から32年前の1985年には、良く知られたメキシコ地震が発生しています。以来、

当地においては地震観測網が拡充されるとともに、地震動特性や表層地盤の増幅特性、構

造物の非線形挙動等に関する先進的な研究が行われ、これらの成果はメキシコシティの耐

震基準にも反映されています。1985年のメキシコ地震では長周期地震動が発生し、近代都

市を構成する中高層の建築物に大きな被害をもたらしました。現在、日本においても、長

周期地震動の問題が顕在化しており、メキシコシティでの建築物防災対策の現況や効果、

今後に向けた動きを、今回の地震被害の調査を通し把握することは、我々にとっても得る

ものが大きいと考えられます。 
そこで、建築研究所では、メキシコ中部地震から約2カ月後に、メキシコ国立防災センタ

ーの協力、支援の下、メキシコシティでの建築物被害調査を実施しました。本報告書はこ

の被害調査の結果をまとめたものです。今回の地震では、1985年の改正前の耐震基準によ

る建築物に被害が集中していたことが明らかとなっております。 
我が国と同様、地震国であるメキシコにおける建築物の耐震基準等の現況を俯瞰する資

料として、翻って、我が国における建築物の地震防災対策を検討するための資料として、

建築物の地震防災に係る研究者、実務者の皆様にご活用いただけることを期待致します。 
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